
別記様式（第５条関係） 

会 議 録 

会議の名称 第１２回福津市教育支援委員会 

開催日時 
午後３時１５分から 

令和７年１月２３日(木) 

午後６時４５分まで 

開催場所 福津市役所 別館１階大ホール CDE 

委員名 

（１） 出席委員 阪木啓二、岩崎圭子、山根弘敬 

鴨下賢一、福澤絵美、松永伸二 

児島由美、原尻敏広、國廣信弥 

川口佐恵子、惠治美、盛永優子 

砂田友紀 

（２） 欠席委員 瀬口裕幸、髙木陽一郎、的場隆幸 

安河内友美、近藤浩美、西田剛信 

白土真二郎、清水光朗 

 

所管課職員職氏名 

学務係長 林田研史 

非常勤指導主事 薄俊哉、原田博幸、新海すが 

教育指導係 天野美和 

会

議 

議 題 

（内 容） 

１. 会長あいさつ 

２. 判断会議（対象者３８名） 

３. 閉会のことば  

 

公開・非公開の別 □公開  ■非公開  □一部公開 

非公開の理由 
福津市附属機関の会議の公開に関する要綱 

第２条第１項第２号に該当 

傍聴者の数  － 

資料の名称 

・会議次第 

・判断会議用日程表 

・発達検査等の判断資料 

会議録の作成方針 

□録音テープを使用した全文記録 

■録音テープを使用した要点記録 

□要点記録 

記録内容の確認方法 

その他の必要事項  



審議内容 （発言者、発言内容、審議経過、結論等） 

 

 

１.会長あいさつ  

阪木会長が挨拶を行った。 

 

２.判断会議 

   ・対象者３８名 

   ・内容 非公開 

 

３.その他 

  次年度に向けての改善点等について 

  鴨下委員 

① 書類審査対象者については必要に応じて在籍学校が面談を促す必要がある。 

② 就学相談前に事前見学の必要がある。 

③ 支援学級から通常学級へ転籍の場合は学校で実績を作る必要がある。 

④ 就学相談の説明会を市民向けにしてほしい。 

福澤委員 

① 小学校から中学校へ学校種が変わる際は支援方法が変わるため、同じ支援を

希望する場合も見学をする必要がある。 

② 保護者の中には中学校で支援学級に在籍すると受験に不利になると思い、支

援学級の在籍を嫌がり、通常学級に在籍し、学びが積み重ならないケースが

考えられる。学校側で支援学級を利用しても受験に不利益はないことを説明

する必要がある。 

③ 保護者の中には他自治体の情報をインターネットなどで調べ、間違った情報

を福津市の情報と捉える方がいるため、正しい情報提供をする必要がある。 

④ 就学相談の申込が学校や園を通してだと、ハードルが高いと思われる方がい

るので、個人でも申込ができる等ハードルを下げてはどうか。 

 

  石津教育部長が挨拶を行った。 

 


